
平成２３年１月２４日、夏の甲子園での１３年連続初戦敗退の苦境の中で立ち上げられた『秋田県

高校野球強化プロジェクト』は、その後『秋田型高校野球育成・強化プロジェクト』に引き継がれ、

その最終年度に、金足農業が夏の甲子園準優勝の偉業を達成して幕を閉じました。令和元年度からは、

新たに『秋田型運動部活動サポート事業・高校野球強化支援』として、全国の頂点を目指した取組は

継続しています。

新型コロナウイルス感染症拡大により、イレギュラーなシーズンを過ごしている秋田県の高校球児

の皆さんに、強化プロジェクトスタートからの９年間に渡り、秋田県の高校野球を強力に支えてきて

くださっているアドバイザーの皆さまからメッセージが届いています。苦しみの中で培われるものの

尊さと、その先にある光明を信じて、高校球児の皆さんが力強く歩んでくれることを願っています。

秋田県の高校球児の皆さんへ

いま、日本が、世界が、これまで誰もが予想しなかった
出来事で大混乱に陥っています。本来であれば長い冬
が明け、春季大会を戦っているところであったでしょう。
現在ほぼ全てのスポーツが自粛状態にあり、皆さんも

同様に大きな不安を抱えながら生活していることと思いま
す。先の見えない状況で、何を目標にして今を過ごせばい
いのか・・・、暗闇の中にいるような状態でしょう。現在、最
も大事なことはコロナウイルスに感染しないこと。自身の
為、家族の為、周囲の人々全ての為に、できる限りのこと
（３密にならない等）を尽くすことです。

今の皆さんは、夏の全国高等学校野球選手権秋田
県大会が最大の目標だと思います。その夏に向けて、家
族環境・住宅環境・周囲の環境等色々なことがあるでし
ょうが、それぞれの環境の中で、 “今できることに、精一
杯努力しましょう！”
特に３年生の皆さんにとっては、「高校生最後の年に

何故こんなことが」「夏の大会は開催されるのだろうか」
等、色々な不安から、モチベーションの低下が激しいの
ではないでしょうか。

しかし、こういった厳しい状況だからこそ、その中で自
分が精一杯努力したことは絶対に消えません！将来の
自分を、必ずその努力が力となって支えてくれます。
信じてください！
今は、全国どこの高校球児も同じ状態です。今こそ秋

田県の高校球児が、野球人としての強さを発揮して、こ
の窮地を乗り越えましょう！！

元日本新薬野球部監督
前田正治

～追伸～
社会人野球の選手達が「今僕たちにできること」という

テーマでのリレー動画をYouTubeで公開しています。
混乱の中でも、前向きなメッセージを届けようとする姿に、
スポーツの力を感じます。
君たち高校球児にも、多くの人の心を動かす大きな力

があります。今は我慢、その根っこを鍛えてください。
その後咲く花の美しさ・大きさに期待しています。

『秋田県の高校球児の皆様へ』

人生100年時代と言われる昨今であるにもかかわらず、新型
コロナウイルスという得体の知れない敵が現れ、恐怖に苛まれる
日々の中で、夏の選手権大会に向けて、日々工夫に工夫を
重ね頑張って練習していることと思います。

さて、このような状況下で（だからこそ）重要になってくることが
「自ら考え行動する」ことでしょう。簡単に言うと、「法律の遵守
（決められたことは守る）」その上で「状況に鑑み、自分が今何
をすべきかを判断して行動する」。これは、人間が共生していく上
での基本であり、皆さんは野球を通して、今まさにその「人間とし
ての基本」を身につけるためのケーススタディーをしている最中な
のです。

私が住んでいる東京都では「緊急事態宣言」が発出され、
外出の自粛要請が出されています。にもかかわらず「自分には
関係ない」「要請だから罰則もないので自分は遊びに行く」とい
う人も見受けられます。本来であれば、人類の一大事だと察して
自ら「外出を自粛した方が良いのではないか」「手洗いうがいを
こまめにしよう」など、「今どうするべきなのかをひとり一人が考えて
行動してくれる」ことが求められているのに。

皆さんは、これからの日本を背負っていくリーダーなのです。
野球で「勝つ」には「チームが勝つために自分は何をすべきか」
「甲子園出場」には「出場するために自分は何をすべきか」
「甲子園大会優勝」には「優勝するために自分は何をすべき
か」など、それぞれの立ち位置を自ら自覚し、考え工夫して行動
するいい機会だと思って、固定観念にとらわれずに頑張ってくだ
さい。

【参考】 □ ＋ □ ＝ ２

□に数字を入れて「２」にするパターンは「∞」にあります。
「２」はチーム目標
「∞」は部員の数

（部員の数だけ立ち位置があり、部員の数だけ考え方がある）

まず、「２」（チーム目標）達成のためには、
個々人が自分の目標の「２」を決める。

その個々人の目標「２」を達成するための
方法もまた、「∞」にあります。

つまり、すべての部員に「やるべきこと」があり、
「やり方は∞にある」ということです。

元熊谷組野球部監督
清水隆一
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秋田県高校球児の皆へ

こんにちは、関口です。

コロナウイルスの影響により全国的に大変な毎日が

続いております。高校球児の皆も活動が制限される

中、大変な日々を過ごしている事と思われます。

この様な状況の中ですが、野球人としての『心』

を大切にして下さい。現時点で私から伝えられる事

は多くは御座いませんが、野球を客観的にみる機会

と考えて球界で力を合わせて行動し個々の人間力を

培っていきましょう。

本来は高校野球に携わる皆様にとって、大切な時

期ですが、全力でプレー出来る日は必ず訪れます。

この経験を語る時も訪れます。その時に明るく話せ

る様、前を向き毎日を過ごして下さい。

大変な時代ですが、私たちには、野球があります。

野球人としての『心』を大事にしましょう。

また皆と野球が出来る日を楽しみにしています。

『継続は力なり』

元NTT東日本野球部コーチ

関口勝巳


